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テ
ー
マ
１
．『
東
日
本
大
震
災
が�

�

残
し
た
も
の
と
は
？
』

講
師
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
東
北
マ

ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合
連
合
会
理

事
、
日
本
マ
ン
シ
ョ
ン
学
会
東
北

支
部 

幹
事
で
あ
る
小
島 

浩
明 

氏
を
迎
え
、
仙
台
市
内
で
の
様
々

な
体
験
談
を
お
話
頂
き
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
世
間

の
注
目
は
、
津
波
の
被
害
に
向
け

ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
東
北
の
中

核
都
市
で
あ
る
仙
台
を
中
心
に
マ

ン
シ
ョ
ン
の
被
災
状
況
も
最
近
に

な
っ
て
報
道
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

【
東
日
本
大
震
災
の
概
要
】

被
災
三
県
（
岩
手
、
宮
城
、
福

島
）
の
大
震
災
に
よ
る
犠
牲
者

死
者　
　

：
１
５
、７
６
７
名

行
方
不
明
者
：
３
、６
６
７
名

�

（
８
月
25
日
時
点
）

宮
城
県
の
死
者
：
９
、４
９
８
名

行
方
不
明
者
：
２
、０
０
６
名

建
物
全
壊
：
７
７
、０
２
１
戸

建
物
半
壊
：
９
３
、３
７
８
戸

岩
手
県
の
死
者
：
４
、６
６
５
名

行
方
不
明
者
：
１
、４
３
０
名

福
島
県
の
死
者
：
１
、６
０
４
名

行
方
不
明
者
：　

 

２
３
１
名

【
宮
城
県
の
境
遇
】

東
日
本
大
震
災
で
の
最
大
震
度

を
記
録
し
た
の
は
宮
城
県
北
部
で

あ
り
、
百
万
人
都
市
で
あ
る
仙
台

市
は
宮
城
県
中
央
に
位
置
し
て
い

ま
す
。

昭
和
五
十
六
年
に
建
築
基
準
法

の
耐
震
基
準
が
改
正
と
な
る
き
っ

か
け
で
も
あ
る
昭
和
五
十
三
年
の

宮
城
県
沖
地
震
を
経
て
、
こ
の
地

で
再
び
三
十
年
以
内
に
同
ク
ラ
ス

の
地
震
が
発
生
す
る
確
率
が
99
・

９
％
と
言
わ
れ
て
い
た
こ
と
か

ら
、
他
地
域
に
比
べ
る
と
地
震
に

対
す
る
意
識
は
非
常
に
高
く
、
地

震
保
険
の
加
入
率
は
全
国
で
二
番

目
。

【
意
識
は
高
い
は
ず
だ
っ
た
が
】

今
回
の
地
震
は
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
９
・
０
で
あ
っ
た
。
加
え
て
大

津
波
＆
福
島
原
子
力
発
電
所
被

災
。本

当
に
地
震
な
の
だ
ろ
う
か
？

想
定
以
上
の
「
地
震
」
と
は
思

え
な
い
揺
れ
、
地
震
後
の
大
津

波
、
津
波
は
水
で
は
な
く
、
海
水

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
ヘ
ド
ロ
と
化

学
物
質
で
し
た
。

怖
い
噂
と
不
安
、
地
震
発
生
当

日
は
雪
、
は
る
か
遠
く
に
見
え
る

炎
、
続
く
暗
闇
の
中
で
の
避
難
生

活
、
住
民
同
士
の
助
け
合
い
が
と

て
も
大
切
で
あ
る
こ
と
を
あ
ら
た

め
て
心
に
刻
み
ま
し
た
。

【
報
道
と
地
元
被
災
者
の

�

意
識
の
違
い
・
そ
の
１
】

報
道
で
は
、
東
日
本
大
震
災
は

３
月
11
日
と
言
う
常
識
で
す
が
、

地
元
被
災
者
の
東
日
本
大
震
災
は

３
月
11
日
と
４
月
７
日
の
２
回
で

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

４
月
７
日
の
地
震
は
３
月
11
日

と
比
べ
て
揺
れ
た
時
間
こ
そ
短
か

っ
た
の
で
す
が
、
揺
れ
方
向
が
１

回
目
と
異
な
っ
た
た
め
、
仙
台
市

宮
城
野
区
を
中
心
と
し
て
大
き
な

被
害
が
発
生
。
マ
ン
シ
ョ
ン
も
相

当
の
追
い
打
ち
を
被
る
結
果
と
な

り
ま
し
た
。
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
支

援
ネ
ッ
ト
の
調
査
で
は
47
・
７
％

の
マ
ン
シ
ョ
ン
が
２
回
目
の
地
震

で
更
な
る
被
害
を
被
っ
た
と
の
こ

と
で
す
。

左
の
写
真
事
例
は
マ
ン
シ
ョ
ン

の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
シ
ャ
フ
ト
壁
面

が
、
こ
の
２
回
の
地
震
で
受
け
た

被
災
の
様
子
で
す
。

第
39
回
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合

（
秋
季
）
実
践
セ
ミ
ナ
ー
報
告
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【
報
道
と
地
元
被
災
者
の

�

意
識
の
違
い
・
そ
の
２
】

報
道
で
は
家
屋
の
被
害
は
少
な

か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、
マ
ン
シ
ョ
ン
施
設
に
限

っ
て
は
仙
台
圏
を
見
る
限
り
想
像

以
上
の
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
東
北
大
学
源
栄
正
人
教

授
（
東
北
管
連
の
主
催
セ
ミ
ナ
ー

に
て
）
の
言
葉
を
引
用
す
る
と

「
周
期
が
短
い
揺
れ
で
あ
り
、
加

速
度
が
大
き
か
っ
た
」
こ
と
が
要

因
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

そ
の
結
果
、
震
度
７
を
記
録
し

た
宮
城
県
北
の
栗
原
市
よ
り
も
一

定
距
離
の
場
所
に
あ
る
建
物
が
大

き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

【
被
災
マ
ン
シ
ョ
ン
の
事
例
】

左
の
写
真
は
バ
ル
コ
ニ
ー
開
口

部
の
非
構
造
耐
力
壁
の
被
災
例

左
上
写
真
の
よ
う
な
被
災
例
は

新
耐
震
基
準
の
建
物
で
も
み
ら
れ

た
事
象
で
あ
り
、
被
災
例
が
多

く
、
地
震
保
険
の
対
象
外
と
査
定

さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
区
分
所
有

者
と
管
理
組
合
が
悩
ま
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
非
耐
力
壁
は
専
門
家
の
間

で
は
Ｚ
Ａ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ａ
Ｂ
Ｅ
と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
が
、
居
住
者
や
区

分
所
有
者
に
と
っ
て
は
Ｚ
Ａ
Ｔ
Ｓ

Ｕ
Ｋ
Ａ
Ｂ
Ｅ
で
は
済
ま
さ
れ
な
い

生
活
す
る
上
で
必
要
不
可
欠
な
住

ま
い
の
要
素
で
す
。

他
事
例
で
は
高
架
水
槽
、
受
水

槽
の
被
災
も
顕
著
で
し
た
。

【
支
援
と
保
証
】

義
捐
金
等
は
、
居
住
者
と
し

て
、
と
て
も
助
か
り
ま
し
た
。
但

し
支
援
対
象
は
居
住
者
に
対
す
る

も
の
で
あ
り
建
物
修
復
に
は
使
え

ま
せ
ん
で
し
た
。

応
急
修
理
制
度
は
、
そ
も
そ
も

６
月
15
日
ま
で
マ
ン
シ
ョ
ン
共
用

部
に
使
え
ず
、
８
月
に
な
っ
て
詳

細
発
表
と
な
り
ま
し
た
が
、
制
約

条
件
が
極
め
て
多
く
マ
ン
シ
ョ
ン

共
用
部
に
は
使
い
に
く
い
制
度
で

し
た
。

【
地
震
保
険
】

耐
震
壁
で
す
ら
査
定
外
、
そ
し

て
「
Ｚ
Ａ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ａ
Ｂ
Ｅ
」

大
量
の
鑑
定
人
が
導
入
さ
れ
、

大
き
な
査
定
レ
ベ
ル
の
差
が
発

生
。
一
部
損
と
半
損
で
は
保
険
金

額
に
十
倍
の
隔
た
り
が
あ
り
ま
し

た
。
同
じ
マ
ン
シ
ョ
ン
で
も
高
層

階
・
中
層
階
・
低
層
階
で
被
災
状

況
が
ま
る
で
違
う
た
め
合
意
形
成

が
で
き
ず
、
復
旧
の
遅
れ
が
目
立

つ
。

↓
管
理
組
合
Ｖ
Ｓ
保
険
査
定
人

【
被
災
教
訓
①
防
災
体
制
】

◎
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
頼
ら
な
い
日
頃

の
啓
発
が
大
切
。 

◎
体
制
は
目
安
で
し
か
な
い
。
皆

が
マ
ン
シ
ョ
ン
に
居
る
と
は
限

ら
な
い
、
協
力
体
制
と
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
、
日
頃
の
付
合
い
と

自
治
会
活
動
（
管
理
組
合
活

動
）

◎
都
心
部
と
郊
外
の
電
気
復
旧
の

差
が
あ
り
、
電
源
が
な
い
前
提

の
備
え
が
必
要
。

【
被
災
教
訓
②
大
切
な
情
報
】

◎
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
メ
ー
ル
、

電
気
関
係
に
頼
ら
な
い
。

◎
黒
電
話
の
有
効
性
。

　

ラ
ジ
オ
は
必
須
ア
イ
テ
ム

◎
紙
の
名
簿
は
必
須 

（
全
て
を
電

磁
化
に
頼
っ
て
は
ダ
メ
）

◎
流
さ
れ
た
重
要
書
類 

（
全
て
を

紙
に
頼
っ
て
も
ダ
メ
）

【
被
災
教
訓
③
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
】

◎
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
有
効
性

◎
太
陽
光
発
電
の
有
効
性

◎
防
災
機
器
の
館
内
一
斉
放
送
の

有
効
性
。

◎
管
理
設
備
は
単
な
る
設
備
で
は

な
い
。
住
民
自
ら
が
日
頃
か
ら

把
握
し
て
お
く
事
が
必
要
。

◎
役
に
た
っ
た
直
結
水
道
や
風
呂

釜
の
残
り
水
。

◎
乾
パ
ン
の
有
効
性
と
限
界
。

【
ま
と
め
】

強
い
味
方
は
い
た
か
？

住
ん
で
い
る
自
分
た
ち
で
何
と

か
す
る
し
か
な
い
の
が
結
論
。

驚
く
べ
き
程
に
活
躍
し
た
管
理

人
さ
ん
や
永
年
頑
張
っ
て
い
た
理

事
長
が
大
活
躍
。

①
育
て
よ
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
輪

②
備
え
て
学
ぼ
う
自
分
の
マ
ン
シ

ョ
ン
の
設
備

③
働
き
か
け
て
変
え
よ
う
災
害
時

の
制
度
と
仕
組
み

テ
ー
マ
２
．『
公
開
座
談
会�

�

マ
ン
シ
ョ
ン
何
で
も
相
談
』

マ
ン
シ
ョ
ン
問
題
総
合
研
究
所 

専
務
理
事 

久
保
泰
男
氏
の
進
行

に
よ
り
様
々
な
議
論
が
展
開
。

�

（
以
上
事
務
局
よ
り
）

●地震で傾斜し180全戸が退去せざるえないマンション（宮城野区）は、
　はじめの査定で半損、再査定を申し入れて理事長が立ち会い全損。
●地震で壁の崩落が激しい230戸のマンション（太白区）、はじめの査定
　で一部損、役員が度重なる査定の申し入れで半損。
●地震で塔屋も崩落、内外壁や廊下の崩落が激しいマンション（泉区）、
　はじめの査定で半損、査定を 6 回やりなおして全損。
●地震でエレベーターホールや外壁損傷が激しいマンション（若林区）、
　はじめの査定で19％の回答があり一部損、建築士の協力を得て査定
　 3 回目で半損。
●地震で高架水槽も崩落、内外壁の崩落が著しいマンション（青葉区）、
　 3 回の査定を試みるもポイントさえ教えてもらえず一部損。


